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概要
CiscoUnifiedCommunications（UC）とCiscoWebEx（クリックツーコール）の統合を行うと、Cisco
WebExで使用可能な次のタイプの Cisco UC Integrationごとに新しいクラスタを作成して設定でき
ます。

• Cisco WebExクリックツーコール

• Cisco UCと Cisco WebExの統合

• Cisco UC Manager Expressと Cisco WebExの統合

先に進む前に、以下のトピックを確認することを推奨します。

• Cisco Unified Communications Managerのクリックツーコール設定

• Unified Communications, （2ページ）

• Cisco Unified Communications Manager Expressのマニュアル
（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme/admin/configuration/guide/cmeadm.html
[英語]で入手可能）。

一般的に、企業は複数の Cisco Unified Communications Manager（Unified Communications
Manager）クラスタで構成されます。各クラスタは、Cisco WebExクリックツーコールクラ
スタまたはCisco UCとCiscoWebExの統合クラスタになります。ユーザは、特定の事前定義
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されたグループ基準に基づいて Unified Communications Managerクラスタに割り当てられま
す。グループ基準の典型的な例では、ユーザは電話番号に基づいてCUCMクラスタに割り当
てられます。

Cisco Unified Communications Integration（クリックツーコール）

Cisco Unified Communications Integrationの設定は、バージョン 6.x以前の Cisco WebExアプリケー
ションを使用しているユーザにのみ機能します。Cisco Unified Communications Integrationでは、
CiscoWebExを使用して別のコンピュータや電話に発信することができます。特定のクリックツー
コールクラスタの設定を指定したり、組織全体に指定されているデフォルトの設定を使用したり

できます。詳細については、Cisco Unified Communicationsのクリックツーコール設定, （7ペー
ジ）を参照してください。

Cisco UC Integration（Unified Communications Manager）Cisco WebEx

Cisco UC Integration for Cisco WebExは Cisco WebExに [電話（Phone）]タブを追加します。この新
しいスペースによってユーザのコンピュータはフル機能の電話機に変わり、コールの発信、受信、

管理を行うことができます。Cisco UCと Cisco WebExの統合は、以下の広範な手順から構成され
ています。

•デバイスタイプを指定した Unified Communications Managerの設定、およびダイヤルルール
の設定。詳細については、CUCI-Connect構成ガイド [英語]を参照してください
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps10627/products_installation_and_configuration_guides_list.html
[英語]で入手可能）。

• Cisco WebEx管理ツールで Cisco UCと Cisco WebExの統合の設定を指定します。詳細につい
ては、Cisco Unified Communicationsのクリックツーコール設定, （7ページ）を参照してく
ださい。

•ビジュアルボイスメールは、バージョン 7以降の Cisco WebExアプリケーションでのみ使用
できます。ビジュアルボイスメールは、音声ボイスメールサービスに代わるものです。詳

細については、ビジュアルボイスメールの設定, （5ページ）を参照してください。

Cisco UC Call Manager Express（CME）と Cisco WebEx の統合

詳細については、Cisco Unified Communications Manager Expressのマニュアルを参照してください
（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme/admin/configuration/guide/cmeadm.html [英
語]で入手可能）。

Unified Communications
Cisco WebExとの統合には、次のコンポーネントに対する設定オプションの選択が含まれます。

• Cisco Unified Communications Integration（クリックツーコール）

• Cisco UC Integration for Cisco WebEx

• Cisco UC Manager Express Integration for Cisco WebEx
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これらのコンポーネントは、Cisco WebEx組織レベルで、または各コンポーネントのクラス
タを作成することで、設定できます。

[Unified Communications]ウィンドウを開くには、[設定（Configuration）] >タブで [Unified
Communications]を選択します。

次の 3つのタブを使用できます。

• [全般（General）]タブ：Cisco WebExのクリックツーコール設定、および Cisco WebExセッ
トアッププログラム向けに Cisco UC Integrationをダウンロードする URLを指定するために
使用されます。詳細については、Cisco WebExクリックツーコール, （3ページ）を参照し
てください。

Cisco WebEx 6.xにのみ適用されます。（注）

• [ボイスメール（Voicemail）]タブ：ビジュアルボイスメールの設定を指定するために使用さ
れます。詳細については、ビジュアルボイスメールの設定, （5ページ）を参照してくださ
い。

• [クラスタ（Clusters）]タブ：CiscoUnifiedCommunicationsクラスタを作成、変更、削除する
ために使用されます。

Cisco WebEx クリックツーコール
Cisco WebExクリックツーコールの設定は、Cisco WebExアプリケーションのバージョン 6.xを使
用しているユーザに対してのみ機能します。構成時の設定は、いずれのクラスタにも属していな

い Cisco WebEx組織内のユーザにのみ適用されます。Cisco Unified Communicationsクラスタの作
成方法の詳細については、Unified Communicationsクラスタの作成, （6ページ）を参照してくだ
さい。

詳細については、次のマニュアルを参照してください。

•
•クリックツーコールのタスクフローの設定

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified Communication Manager Integrationと Cisco WebEx Messengerの設定, （8ペー
ジ）

• CUCI-Connect構成ガイド [英語]
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps10627/products_installation_and_configuration_guides_list.html
で入手可能）。
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Cisco WebEx クリックツーコールの設定

手順

ステップ 1 Cisco WebExクリックツーコールを設定するには、[設定（Configuration）]タブを選択します。
[システム設定（System Settings）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [IM]を選択します。
[一般 IM（General IM）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [Unified Communications]を選択します。
[Unified Communications]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [Cisco WebExクリックツーコールの設定（Cisco WebEx Click-to-Call Settings）]で以下を実行しま
す。

• [CiscoWebExクリックツーコールをデフォルトで有効にする（EnableCiscoWebExClick-to-Call
bydefault）]を選択して、組織のクリックツーコールの統合をデフォルトで有効にします。こ
のオプションでは、個別のクリックツーコールクラスタを作成したかどうかを問わず、組織

のクリックツーコール統合を有効にします。

• [Cisco Unified Communications Manager（CUCM）]ボックスに、Cisco WebEx組織で設定され
たCisco Unified CommunicationsManagerサーバの IPアドレスまたはサーバ名を入力します。

[Cisco WebExクリックツーコールをデフォルトで有効にする（Enable Cisco WebEx
Click-to-Call by default）]を選択した場合を除き、Cisco Unified Communications
Managerの設定を入力することはできません。

（注）

• Cisco WebEx組織のユーザがクリックツーコール設定を手動で指定できるようにするには、
[ユーザによる手動設定の入力を許可（Allow user to enter manual settings）]を選択します。こ
のオプションを選択すると、組織管理者が入力したデフォルトのクリックツーコール設定が

ユーザが入力した設定で上書きされます。

ステップ 5 [Cisco UC Integration for Cisco WebExの設定（Cisco UC Integration for Cisco WebEx Setting）]に、
[Cisco UC Integration for CiscoWebExセットアップダウンロードURL（CiscoUC Integration for Cisco
WebEx Setup Download URL）]の URLを入力します。この URLから、Cisco WebEx組織のユーザ
が、CiscoUnified Communications Integration（CUCI）機能をCiscoWebExアプリケーションにイン
ストールするセットアッププログラムをダウンロードできます。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

表示によるボイスメール
ビジュアルボイスメールは、バージョン 7以降の Cisco WebExアプリケーションでのみ使用でき
ます。ビジュアルボイスメール機能は、音声ボイスメールサービスの代替機能の 1つです。ビ
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ジュアルボイスメールでは、電話機の画面を使用してボイスメッセージを操作できます。メッ

セージのリストを表示したり、リスト内のメッセージを再生したりできます。また、メッセージ

の作成、応答、転送、および削除を行うことができます。

このサービスを使用するには、Cisco UC Integration for Cisco WebExも設定する必要がありま
す。

（注）

Cisco WebExとビジュアルボイスメールの統合を有効にすると、Cisco WebExアプリケーション
からビジュアルボイスメールを直接表示できます。Cisco WebExとビジュアルボイスメールの統
合を有効にする前に、次のドキュメントを読むことが推奨されます。

•ビジュアルボイスメールのインストール計画 [英語]：
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cupa/visual_voicemail/7.0/english/install/guide/plan.pdf

•ビジュアルボイスメールのインストールと構成ガイド [英語]：
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cupa/visual_voicemail/7.0/
english/install/guide/Installation_and_Configuration_Guide_for_Visual_Voicemail_Release_70.pdf

• CUCI接続構成ガイド [英語]：
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10627/products_installation_and_configuration_guides_list.html

入力した設定はクラスタのデフォルトのビジュアルボイスメールの設定であ

り、特定のサーバに対しては設定されません。また、各クラスタは個別に有

効にする必要があります。詳細については、次を参照してください。 Unified
Communicationsクラスタの作成, （6ページ）

（注）

ビジュアルボイスメールの設定

手順

ステップ 1 ビジュアルボイスメールを設定するには、[設定（Configuration）]タブ> [UnifiedCommunications]
を選択します。

[Unified Communications]ウィンドウが開きます。
ステップ 2 [ボイスメール（Voicemail）]を選択して [CUCI用のビジュアルボイスメールのデフォルト設定

（Default settings for Visual Voicemail for CUCI）]を選択します。
Unity Connectionのお客様は、[ボイスメールサーバ（Voicemail Server）]フィールドまたは [メー
ルストアサーバ（Mailstore Server）]フィールドにUnity Connectionサーバの IPアドレスもしくは
DNS名を入力する必要があります。その他のすべての設定はデフォルトのままにしておくことを
推奨します。
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ステップ 3 ビジュアルボイスメールを有効にするには、[ビジュアルボイスメールの有効化（Enable Visual
Voicemail）]を選択します。

ステップ 4 ビジュアルボイスメールの設定を手動で入力する場合は、[ユーザによる手動設定の入力を許可
（Allow user to enter manual settings）]を選択します。

ステップ 5 次の情報を入力します。

• [ボイスメールサーバ（Voicemail Server）]：CiscoWebExアプリケーションがボイスメールを
取得する際に通信する必要のあるビジュアルボイスメールサーバ名。

• [ボイスメールプロトコル（Voicemail Protocol）]：ビジュアルボイスメールサーバとの通信
に使用するプロトコル。[HTTP]または [HTTPS]を選択できます。

• [ボイスメールポート（Voicemail Port）]：ビジュアルボイスメールサーバに関連付けられた
ポート。

• [メールストアサーバ（Mailstore Server）]：メールストアサーバ名。

• [メールストアプロトコル（Mailstore Protocol）]：メールストアサーバが使用するプロトコ
ル。[TLS]または [プレーン（Plain）]を選択できます。

• [メールストアポート（Mailstore Port）]：メールストアサーバに関連付けられたポート。

• [IMAPアイドル期限時間（IMAP IDLEExpireTime）]：サーバのボイスメールの確認が自動的
に停止する期限までの時間（分単位）。

• [メールストアの受信トレイフォルダ名（Mailstore Inbox Folder Name）]：メールストアサー
バで設定されている受信トレイフォルダの名前。

• [メールストアのごみ箱フォルダ名（MailstoreTrash Folder Name）]：メールストアサーバで
設定されているごみ箱フォルダ（通常は削除済み項目フォルダ）の名前。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

Unified Communications クラスタの作成
Cisco Jabberを設定するには、次のCisco Unified Communicationsコンポーネントの手順を実行しま
す。

•クリックツーコール用の Cisco Unified Communicationsの設定

• Cisco Unified Communication Managerと Cisco Jabberの統合

• Cisco Unified Communication Manager Expressと Cisco Jabberの統合

• Cisco TelePresence Video Communication Server

設定手順は UCコンポーネントによって異なるため、手順は複数のパートで説明されています。
次の資料を参照してください。
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• CUCI-Connect構成ガイド [英語]
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps10627/products_installation_and_configuration_guides_list.html
[英語]で入手可能）。

• Cisco Unified Communications Manager Expressのマニュアル
（http://cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme_webex/configuration/guide/webexconnect_cme.html
[英語]で入手可能）。

Cisco Unified Communications のクリックツーコール設定
組織管理者は、CUCIのプロビジョニングに関してカスタマーサポート担当者に連絡する必要が
あります。

手順

ステップ 1 [設定（Configuration）]タブ > [追加のサービス（Additional Services）] > [Unified Communications]
を選択します。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]を選択します。
以前に作成したクラスタが表示されます。

ステップ 3 [追加（Add）]を選択します。
ステップ 4 [クラスタ名（Cluster Name）]ボックスに新しいクラスタの名前を入力します。
ステップ 5 まだ選択していない場合は、[CiscoWebExConnectクリックツーコールを有効にする（EnableCisco

WebEx Connect Click-to-Call）]を選択します。
ステップ 6 [ユーザによる手動設定の入力を許可（Allow user to enter manual settings）]を選択して、このクラ

スタに属するすべてのユーザが各自のCiscoUnified CommunicationManager設定を指定できるよう
にします。

このオプションを有効にすると、ユーザが入力した設定でCiscoWebEx組織に対して指
定したデフォルトまたはグローバルのクリックツーコール設定が上書きされます。

（注）

ステップ 7 [Cisco Unified Communications Manager]ボックスに、Cisco WebEx組織で設定された Unified
Communication Managerの IPアドレスを入力します。Unified Communications Managerに Client
ServicesFramework（CSF）と呼ばれるデバイスタイプが含まれることを確認します。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択してクリックツーコールクラスタ設定を保存し、[Unified Communications]
画面に戻ります。

Unified Communications Managerを CSFと使用できるように設定する方法の詳細については、
『CUCI接続構成ガイド』[英語]
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps10627/products_installation_and_configuration_guides_list.html）
で「Cisco Unified Communications Managerの準備」というタイトルの付いたセクションを参照し
てください。

新しいクリックツーコールクラスタが [Cisco Unified Communications Clusters]の下に表示されるよ
うになります。
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Cisco Unified Communication Manager Integration と Cisco WebEx Messenger
の設定

手順

ステップ 1 [設定（Configuration）]タブ > [追加のサービス（Additional Services）] > [Unified Communications]
を選択します。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]タブを選択し、[追加（Add）]を選択します。
ステップ 3 [Cisco WebEx Connectと Cisco UC Managerの統合の有効化（Enable Cisco UC Manager integration

with Cisco WebEx Connect）]を選択します。
ステップ 4 [ユーザによる手動設定の入力を許可（Allow user to enter manual settings）]を選択し、ユーザが基

本モードのプライマリサーバの値か、または拡張モードの TFTP/CTI/CCMCIPサーバの値を変更
できるようにします。

このオプションを有効にすると、ユーザが入力した設定でCiscoWebEx組織に対して指
定したデフォルトまたはグローバルの Unified Communications Managerの設定が上書き
されます。

（注）

ステップ 5 [Cisco Unified Communications Managerサーバの設定（Cisco Unified Communications Manager Server
Settings）]で、次のように選択します。

• [基本的なサーバ設定（BasicServer Settings）]：Unified Communications Managerサーバの基本
的な設定を入力します。

• [詳細なサーバ設定（AdvancedServer Settings）]：Unified Communications Managerサーバの詳
細設定を入力します。

サーバ設定のオプションは、基本か詳細かによって変わりま

す。

（注）

ステップ 6 [基本的なサーバ設定（Basic Server Settings）]に次の値を入力します。

• [プライマリサーバ（Primary Server）]：プライマリのUnified Communications Managerサーバ
の IPアドレスを入力します。このサーバは、TFTP、CTI、CCMCIPで設定されます。

• [バックアップサーバ（Backup Server）]：バックアップの Unified Communications Manager
サーバの IPアドレスを入力します。このサーバは、TFTP、CTI、CCMCIPで設定され、プラ
イマリの Unified Communications Managerサーバに障害が発生した場合のフェールオーバー
サポートを提供します。

ステップ 7 [詳細なサーバ設定（AdvancedServer Settings）]を選択した場合は、TFTP（Trivial File Transfer
Protocol）サーバ、CTI（コンピュータテレフォニーインテグレーション）サーバ、CCMCIP（Cisco
Unified Communications Manager IPフォン）サーバの各設定を指定します。

ステップ 8 次のサーバのそれぞれに、IPアドレスを入力します。
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TFTPサーバには最大 2つのバックアップサーバを、CTIサーバと CCMCIPサーバには
それぞれ 1つのバックアップサーバを指定できます。各バックアップサーバに適切な
IPアドレスを入力します。

（注）

• TFTPサーバ（TFTP Server）

• CTIサーバ（CTI Server）

• CTIサーバ（CTI Server）

ステップ 9 [ボイスメールのパイロット番号（Voicemail Pilot Number）]ボックスに、Unified Communications
サーバのボイスメッセージサービスの番号を入力します。

通常は、組織の管理者が Cisco WebExの組織全体のデフォルトのボイスメッセージ番号を入力し
ます。ただし、[ユーザによる手動設定の入力を許可（Allow user to enter manual settings）]チェッ
クボクスを選択すると、クラスタのユーザがこのデフォルトのボイスメッセージ番号を上書きで

きるようにすることができます。

ステップ 10 Cisco WebEx組織にディレクトリ統合が設定されている場合、[LDAPサーバ設定（LDAP Server
Settings）]情報を入力します。
LDAPサーバ設定を取得するには、お客様の企業または組織の IT管理者にお問い合わせくださ
い。LDAPサーバ設定は、CiscoWebExクライアントバージョン 6.x以前を使用しているユーザの
みが使用できます。

ステップ 11 [ボイスメール（Voicemail）]を選択します。
ステップ 12 [ビジュアルボイスメールの有効化（Enable Visual Voicemail）]を選択します。

ここで入力したビジュアルボイスメールの設定は、このクラスタに属しているユーザのみに適用

されます。

ステップ 13 [クラスタ（Clusters）]タブで、[このクラスタに固有のボイスメールサーバ（Specific voicemail
server for this cluster）]を選択してボイスメールサーバを指定します。このサーバは、組織全体に
提供されるボイスメールサーバの設定とは異なります。

ステップ 14 [ユーザによる手動設定の入力を許可（Allow user to enter manual settings）]を選択して、ユーザが
このクラスタのビジュアルボイスメール設定を手動で入力できるようにします。

特定のビジュアルボイスメール設定の入力については、次を参照してください。ビジュアルボ

イスメールの設定, （5ページ）

ステップ 15 Unified Communicationsの設定を保存するには、[保存（Save）]を選択します。
TFTP、CTI、および CCMCIPの各サーバの詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10627/products_installation_and_configuration_guides_list.htmに
ある『CUCI接続構成ガイド』を参照してください。
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Cisco Unified Communication Manager Express Integration と Cisco WebEx
Messenger の設定

手順

ステップ 1 [設定（Configuration）]タブ > [追加のサービス（Additional Services）] > [Unified Communications]
を選択します。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]タブ > [追加（Add）]を選択します。
[新規クラスタ（New Cluster）]ページが開きます。

ステップ 3 [CiscoUCManager ExpressとCiscoWebExConnectの統合の有効化（Enable CiscoUCManager Express
integration with Cisco WebEx Connect）]を選択します。

ステップ 4 [ダウンロード（Download）]リンクを選択して、最新のソフトウェアリリースを取得してダウン
ロードします。

CiscoUnified CME統合ダウンロードサーバの設定は自動的には読み込まれません。ダウンロード
は、Cisco WebEx Messengerのプラグインだと見なす必要があります。

ステップ 5 [ユーザによる手動設定の入力を許可（Allow user to enter manual settings）]を選択して、組織管理
者がデフォルトの値を入力して、ユーザが自分のプライマリサーバの値を変更できるようにしま

す。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

Cisco TelePresence Video Communication Server の設定

手順

ステップ 1 [設定（Configuration）]タブ > [追加のサービス（Additional Services）] > [Unified Communications]
を選択します。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]タブを選択し、[追加（Add）]を選択します。
ステップ 3 [Cisco TelePresence Video Communication Serverの有効化（Enable Cisco TelePresence Video

Communication Server）]を選択します。
ステップ 4 [ユーザによる手動設定の入力を許可（Allow user to enter manual settings）]を選択すると、組織管

理者はデフォルト値を指定できますが、ユーザが各自の内部/外部サーバおよび SIPドメイン値を
変更できるようになります。
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